
   資料１ 

（仮称）仙台市公文書館設置に至る経緯 

 

➤平成 16年 1月 「公文書館設置についての報告書」策定 

 

 

 

➤平成 20年 12月 仙台市史編さん専門委員会から仙台市長あて 

           「仙台市史編さん事業に関する提言書」を提出 

 

 

 

 

➤平成 21年 7月 「公文書等の管理に関する法律」制定 

 

➤平成 25年 8月  仙台市史編さん専門委員会から仙台市長あて 

           「仙台市史編さん事業の収束についての提言書」を提出 

 

 

 

 

 

 

➤平成 27年 3月 「歴史的公文書の収集選別基準」を策定 

 

 

 

 

➤平成 27年 3月 仙台市史編さん事業終了 

 

➤平成 27年 3月 仙台市立貝森小学校閉校 

 

➤平成 27年 4月 歴史的公文書の収集選別を試験的に開始 

 

 

 

 

 

・庁内職員による「公文書館設置研究会」を平成 15年度に設置 

・既存施設の改修による公文書館設置の検討 

・対象とした施設の老朽化等により具体的検討に至らず。 

仙台市史編さん業務の将来に向けた取扱いについての提言 

「仙台市でも早期に公文書館を設置すること」 

仙台市史編さん事業が平成２６年度に刊行を終えるにあたり，当

事業の収束についての提言 

「「公文書館機能」を有する施設（組織）の整備を促進すること」 

仙台市役所内関係課による検討委員会において検討 

他政令市で定めている同様の基準等を参考にして策定 

総務局文書法制課文書係で担当 

同課書庫に保管している文書を対象として選別 
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➤平成 29 年 2 月 旧貝森小学校の校舎の利活用策として，公文書館的施設の設置を政

策決定 

 

➤平成 30年 4月  総務局文書法制課内に「公文書館設置準備室」を設置 

 

 

 

 

 

  ➤平成 31年 2月  「（仮称）仙台市公文書館改修工事基本設計」策定 

 

➤令和元年 10月 「仙台市公文書館設置に関する基本方針」を策定（市長決裁） 

 

 

 

 

 

➤令和 2年 2月   「（仮称）仙台市公文書館改修工事実施設計」策定 

 

➤令和 2年 7月  「（仮称）仙台市公文書館運営検討会議」を設置 

 

 

 

職員２名・嘱託職員２名 

歴史的公文書の収集選別を開始 

旧貝森小学校校舎の改修工事の基本設計の検討を開始 

公文書館設置の必要性、本市公文書館の機能及び管理運営体制、

建物概要、開館までのスケジュールについて記載 

「仙台市」の「公文書館設置」に対する考え方 


